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１０月１８日（水）～２０日（金）に、
５年生が茨城県鉾田市にある、とちぎ海
浜自然の家での宿泊学習に行ってきまし
た。
宿泊学習でも、修学旅行でも大切なの

は、日頃学校で生活していることの延長
であり、世の中に出てからの実践の場と
いうことです。つまり、学校生活で守っ
ている時間を学校だけではなく学校外で
もできるか。学校で行っている他の人と
の協力を自然の家という場所でできるか
ということになります。なので、学校生
活で時間を守れないのに海浜自然の家で
守れるわけが無いということです。一日
目は、学校出発後、茨城県栽培漁業セン
ターを見学し、昼食後、鹿島湾内一周見
学船に乗り、工業地帯の様子を海から学
びました。
自然の家では、前校長の塩澤利子先生

がアシスタントとしておられ、２日目の
活動では特にお世話になりました。
主な自然の家での活動内容は、以下の

通りです。全員出席のもと予定していた
活動をすべて行う事ができました。
１日目
・入所式
・ナイトハイク

２日目
・塩づくり
・砂浜活動、砂の造形 ３日目
・マリンドームづくり ・海浜ウォークラリー

１０月１７日（火）に獣医さんが連れてきてくださったうさぎとふれ
あいました。初めてウサギを触る子もいて、初めはおっかなびっくりと
いうところもありましたが、ウサギの心音を聞いて、生きているという
のを感じていました。
ウサギを抱っこする場面では、みんな上手でうさぎもおとなしく安心

しているようでした。

学校教育目標

心ゆたかで かしこく たくましい子
目指す児童像

○思いやりのある子供
○みずから考える子供
○命を大切にする子供

鹿島港見学 ナイトハイク

塩づくり 砂浜活動・砂の造形

海浜ウォークラリーマリンドームづくり



朝８時から今年も緑を守る会を行いまし
た。木が多い本校ですが、１３人の職人さ
んの手にかかると、見違えるように木がい
きいきとして来るようでした。夕方５時頃
まで１０月とはいえ、まだ暑い中コンテナ
二台分になる木の枝を切っていただきまし
た。それを集めてコンテナに運んでいただ
くＰＴＡの方々のすごさもありました。
また、ＰＴＡ奉仕作業では、各教室の、

子供では届かないところをお家の方々の手
できれいにしていただきました。校庭では
重たい側溝の蓋を取り、土も取り除いてい
ただきました。
本当にお忙しい中、ご協力いただきあり

がとうございました。来年もよろしくお願
いいたします。

10月４日の水曜日に群馬県を本拠地に １0月１６日（月）、小山
活動している「劇団 ブナの木」の公演 北桜高校まで歩いて行きま
で、「おこんじょうるり」と「まねっこた した。少し暑い中ですが、
ろう」の二つの演目を見ました。 頑張って歩いて行きまし
体育館 た。まず着いたらとても広

が、大き い校内を案内していただき
な舞台装 ました。
置などで その後、２年生はカレン
様変わり ダー作りを一緒に行いまし
し、まる た。１年生は木工作品作り
で違った とプログラミングを高校生
場所に来 から教えていただきまし
たようで た。できた作品は、お土産
した。 として持って帰りました。
役者の きっと大切な宝物となった

方々の声 事でしょう。
と動きに いろいろやさしく教えて
子供たち くださった、小山北桜高校
も魅了さ のお兄さんお姉さん方。そ
れていま の姿を見て、「私もこのよ
した。一 うな何でもできるやさし
つの表現 い、お兄さんお姉さんに
方法の参考に高学年ではなったような気 なりたい。」と感じたこと
がしました。 でしょう。大変お世話に
低学年では、劇に入り込んだようで、 なりました。また来年度

一緒に声を出す子供も見られました。 もよろしくお願いいたし
最後には、６年生全員とブナの木の方 ます。ありがとうござい

々で記念写真も撮っていただきました。 ました。
様々なことを考えるいい機会になりまし
た。

木工作品作り（１年生）

小山北桜高校で

カレンダー作り（2年生）


